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１ 探究的な学びの充実の鍵となる４要素 

北海道立教育研究所では、令和５年度プロジェクト研究において、「問題解決や探究的な学びの充 

実に向けた授業改善に関する研究」を行い、その研究成果として探究的な学びの充実させるためのポ 

イントを４つに整理しました。 

 

(1) 社会とのつながりを意識した学び 

「社会に開かれた教育課程」の理念に基づき、社会とのつながりを意識した「生きる力」の育成

が求められています。学習活動では、「理解していること・できることをどう使うか」に重点を置

き、知識を活用する力を育む必要があります。基礎的な知識や技能は、単なる理解にとどまらず、

それを社会と結び付け、よりよい人生を送るために活用できることが重要です。 

生徒が社会の中で学ぶことで、自らの力で人生や社会をよりよくできるという実感を持ち、困難

を乗り越える力や希望につながります。そのため、社会と連携・協働した学習活動を充実させるこ

とが、今後ますます求められます。 

なお、社会とのつながりを意識した学びを実践する際は、次の２点に留意してください。 

・科目の特質に応じた見方・考え方を働かせ、社会的事象の意味や意義などを考察し、概念など 

に関する知識を獲得したり、社会との関わりを意識した課題を追究したり解決したりする活 

動の充実を図ること。 

・「社会の変化に主体的に対応する力」や「課題を見いだし追究する力」を養うこと。 

 

(2) 教科等横断的な学び 

急速な社会の変化に対応するため、学習の基盤となる資質・能力や、現代的な諸課題に対応して

求められる資質・能力を育成し、各教科の学びを関連付けて探究的に学習することが求められると

ともに、文理の枠を超えた教科等横断的な視点から教育課程の編成を図ることが求められていま

す。 

教科等横断的な学びを推進するために、次のような取組が考えられます。 

・他教科の年間指導計画やシラバスを参考にして、他教科の単元や題材で扱う内容や資質・能力 

について知る、確認すること。 

・他教科の単元や題材で扱う内容や資質・能力とのつながりを意識して授業を計画・実施するこ 

 と。 

・学校全体で単元配列表等を作成することで、教科等横断的な学習の可視化を図ること。 

・複数の教科で単元の指導と評価の計画を合同作成し、連携して授業を実施すること。 

探究のプロセス（課題設定、情報収集、整理・分析、まとめ・表現）を通じて学びを深め、他教

科との連携を強化することが、学習意欲の向上につながります。教員間の情報共有を密にし、系統

性や関連性を考慮することが大切です。 
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(3) 協働的な学び 

主体的・対話的で深い学びを実現するために「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に

充実させることが求められています。探究的な学びを通じ、多様な他者と協働して、持続可能な社

会の担い手となることができるよう、必要な資質・能力を育成することが重要です。 

授業では、「個別最適な学び」の成果を「協働的な学び」に生かし、さらにその成果を個別の学

びに還元するサイクルを形成することが重要です。また、ICTを活用しながら、主体的・対話的で

深い学びを促進し、学習指導要領の理念に沿った授業改善を進めていくことが期待されています。 

 

  (4) ＩＣＴの活用 

急速な情報化の発展に伴い、授業においても ICTを日常的に活用することが求められています。

ICTは、学習の質を向上させるだけでなく、教員の働き方改革や特別な配慮が必要な児童生徒の状

況に応じた支援の充実などにも寄与します。 

生徒の身の回りには多様な情報機器があり、授業においても ICT を活用することで、探究的な

学びの充実が期待できます。教員が ICTの機能に習熟し、日常的に活用することで、効果的な授業

設計や学習の深化につながります。 

 

２ 探究的な学びを充実させる指導と評価の在り方 

本年度のプロジェクト研究では、「高等学校における探究的な学習に関する研究」を行い、その研 

究成果として探究的な学びを充実させる指導と評価の在り方について３つの視点で整理しました。 

 

 (1) スクール・ポリシーを踏まえた育成を目指す資質・能力 

探究的な学びを取り入れた授業において、評価の前提となる目標を立てる際には、学びを通して 

どのような力を身に付けさせたいのか、スクール・ポリシーとのつながりを意識することが大切で 

す。 

高等学校学習指導要領においては、「グラデュエーション・ポリシー」、「カリキュラム・ポリシ 

ー」、「アドミッション・ポリシー」の３つのスクール・ポリシーを起点として組織的かつ計画的に、 

教育活動の改善・充実が求められているところであり、これらに基づき編成される教育課程につい 

ては、第１章総則で次のとおり規定されています。 

教育課程の編成に当たっては、学校教育全体や各教科・科目等における指導を通して育成を

目指す資質・能力を踏まえつつ、各学校の教育目標を明確にするとともに、教育課程の編成

についての基本的な方針が家庭や地域とも共有されるよう努めるものとする。 

各学校においては、学校教育目標が達成された生徒の姿を、育成を目指す資質・能力の三つの柱 

に沿って具体化するなどして、学校教育目標を分析的に捉えることで、各教科・科目等の指導を通 

して育成を目指す「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」 

を明確にし、学校教育目標と各教科・科目等において定める目標がつながることが必要です。 
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(2) 単元の指導と評価の計画の作成 

各教科・科目等においては、育成を目指す資質・能力を明確にし、それらをバランスよく育むた 

めの年間指導計画と、それに基づく単元の指導と評価の計画の作成が不可欠です。指導と評価の計 

画の作成に当たっては、探究のプロセスを位置付けることが重要であり、探究的な学びを通して主 

体的・対話的で深い学びを実現することで、育成を目指す資質・能力をバランスよく育むことがで 

きます。 

なお、探究のプロセスとは、①【課題の設定】②【情報の収集】③【整理・分析】④【まとめ・ 

表現】のことです。なお、このプロセスは、いつも①～④が順序よく繰り返されるわけではなく、 

順番が前後することもあり、一つの活動の中に複数のプロセスが一体化して同時に行われる場合 

もあります。（下図は「今、求められる力を高める総合的な探究の時間の展開」から引用） 

 

 

(3) 形成的評価による指導と学習の改善 

資質・能力の育成には、指導と評価の一体化が求められており、評価については、記録に残す評 

価だけではなく、指導に生かす評価も適切に行うなどして、教師の指導の改善と生徒の学習の改善 

を図ることが重要です。 

探究のプロセスを取り入れた授業においても、形成的に評価し、学習目標を踏まえた探究のプロ 

セスが改善・充実されることが重要です。 

教師の指導の改善の観点からは、例えば、生徒が必要な情報を収集できているかを見取り、必要

に応じた手立てを講じることで、学びの一層の深まりを促すことができます。また、生徒の学習の

改善を図る観点からは、教師による評価に加えて、生徒による相互評価や自己評価などを通じて、

自らの学びを振り返る機会を設定することにより、生徒自身が学習の調整を図ることができます。 
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№ 教科 学校名 研究協力者 ページ

1 国語  北海道紋別高等学校 安次富 裕 真 教諭 P５，６

2 国語  北海道留萌高等学校 岡 本 岳 之 教諭 P７，８

3 地歴  北海道興部高等学校 成 田 明日香 教諭 P９，10

4 公民  北海道旭川東高等学校 白 田 裕 基 教諭 P11，12

5 数学  北海道枝幸高等学校 佐 藤 桂 輔 教諭 P13，14

6 数学  北海道士幌高等学校 平   圭 佑 教諭 P15，16

7 理科  北海道釧路北陽高等学校 矢 萩 菜 子 教諭 P17，18

8 理科  北海道鹿追高等学校 吉 岡 直 哉 教諭 P19，20

9 英語  北海道苫小牧東高等学校  田 中 悠 太 教諭 P21，22

10 英語  北海道南茅部高等学校  藤 内 大 樹 教諭 P23，24
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【単元の目標】
「読むこと」において、作品の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえながら古
典などを読み、その内容の解釈を深め、作品の価値について考察することができる。

（思考力、判断力、表現力等）
【単元の指導と評価の計画】

【【教師（Ｔ）の発問／生徒（Ｓ）の活動及び反応】

【概要】
北海道紋別高等学校の安次富教諭は、『伊
勢物語』を題材とした単元で、生徒の興味・
関心に応じて生徒自らが設定した課題をグ
ループごとに協働的に解決をしていく授業を
行っています。

１ 実践

時間 ねらい・学習活動 指導上の留意点

２次

・古典作品の研究方法を身に付け
複数の候補から探究する段を決め
る。
・探究するために必要な情報を集
める方法を学び、探究活動を行
う。（文献、オンライン情報）

探究活動で用いる情報は、「情
報の出所を確認し客観的事実に
基づいた内容であるか」を意識
して見極めるよう指導する。

３次

・探究した内容を発表し、相互評
価を行う。相互評価の内容を踏
まえ、発表内容を修正する。

相互評価の内容を踏まえ、グ
ループ発表のビデオを各自振り
返りながら発表内容を修正する。
読みが深まるための気付きを拾
いながらグループに還元してい
く。
※あくまでも読むことを主眼に
置いているので、発表方法の工
夫も指導するが、読みを深める
ための助言を意識する。

生徒が課題設定を行い、グ
ループごとに問いの解決のた
めに、協働的に学習を進める。

「まとめ・発表」を行い、
探究した内容の相互評価
を行うことで、読みを深
めていく。

北海道立教育研究所令和６年度プロジェクト研究

「高等学校における探究的な学習に関する研究」国語

「古典探究」
北海道紋別高等学校安次富裕真教諭

国
語

本実践で重視する
探究のプロセス

単元の指導計画はこちら

5



３ 取組の成果と課題

【概要】
（記載例）北海道○○高等学校○○教諭は、○○の授業で
○○を○○しています。

２ 実践のポイント（ねらいを達成するための学習過程の工夫としての探究）

【ICTを活用した評価の工夫】
スプレッドシートを用いて共同編集をすることで、生徒の思
考の過程や、作業の進捗を随時確認することができるよう工夫
しています。生徒の思考の過程を即時に見取ることで、主体的
に学習に取り組む態度の評価につなげています。

○ 探究させる際には、課題設定や解決方法を教師が必要以上に教え過ぎて
しまうことによって、生徒が自ら学ぶことを妨げるようなことがないよう
に留意する必要があります。

○ 生徒一人一人の学習状況を把握するために、１人１台端末の機能を生か
すことによって、生徒の取組をきめ細かく見取り、形成的評価につなげる
ことが可能となります。

○ 生徒の自由度の高い探究的な学びにおいては、形成的評価を適切に行う
ことで、適宜授業者の指導を見直しながら、より生徒の学びを高める指導
をすることができます。

【グループによる自由進度学習】
グループで生徒自らが課題設定を行い、学習を進めています。

グループごとに情報の収集の方法や、そのための学ぶ場所を検
討し、自由に協働的な学習を進めています。
生徒自らが興味・関心や能力・特性等に応じて自ら教材・方

法・ペースを選択できる学習環境を適切に確保しています。

３ 国語科における探究を充実させる指導と評価のポイント

（グループでの話合いの様子）

（
生
徒
が
使
用
し
た
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
の
画
面
）

【生徒の思考を促す適切な指導】
授業者は、生徒の学びの状況をきめ細かく見取りながら、生

徒の課題に対して単に答えを伝えるのではなく、情報の収集の
手立てや、分析を進めるためのヒントとなるような内容を伝え、
生徒自らの主体的な学びを促進するような声かけを行っていま
す。

（授業者と生徒の対話の様子）

生徒の学習の改善を図るとともに、教師自らの指導の改善につなげるために、
「形成的評価（指導に生かす評価）」を行っています。

国
語
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【概要】
北海道留萌高等学校の岡本教諭は、言葉の使い方に

関する評論を題材とした単元において「情報の収集」
の過程で「コーパス」を用いることで、生徒が自ら問
いを立てながら言葉そのものについて探究をする授業
を行っています。

１ 実践
【単元の目標】
「書くこと」において、目的や意図に応じて、実社会の中から適切な題材を決め、集め

た情報の妥当性や信頼性を吟味して、伝えたいことを明確にすることができる。
（思考力、判断力、表現力等）

【単元の指導と評価の計画】

時間 ねらい・学習活動 指導上の留意点

２次

・「問い」を見つける。
・「ことば」をテーマとした「書
く」活動をすることを理解する。
・「アガルとノボル」の問いやそれ
に対する答えが確かであることを
「KOTONOHA『現代日本語書き言葉
均衡コーパス』少納言」を用いて考
察する。
・言葉に関する問いを考える。

・柴田武を読み、「ことば」に関する
問いについて興味をもたせ、それにつ
いて扱うことを明示する。
・コーパスの使用の仕方や用例の見方
など、ツールの活用の仕方もここで確
認する。
・「個別の用例」が「一般化」されて
いく過程を重視する。
・あらかじめいくつかのテーマ文を用
意し、それをもとに考える
（〈例〉「わく」の同訓異字の使い分
けについて）

３次

・集めた情報をもとに妥当性を吟味
し、伝えたいことを明確にする。
・問いに関する情報をコーパスから
集め、それらの妥当性について吟味
し、結論を導き出す。
・導き出した結論とそれらを支える
用例データをワークシートにまとめ
る。

・文章を書くことではなく、情報を吟
味したうえで伝えたいことを明確にす
ることが大事である。そのため、文章
を書くのではなく、簡単な構成図にそ
れぞれの情報を整理する形で書くこと
ができるワークシートを用意する。

集めた情報の妥当性や信頼性を
吟味して、伝えたいことを明確
にして文章を書くまとめ・表現
を行う言語活動。

生徒の興味にしたがって、問いを立てなが
ら、コーパスを用いて「情報の収集」を
行っている。

北海道立教育研究所令和６年度プロジェクト研究

「高等学校における探究的な学習に関する研究」国語

本実践で重視する
探究のプロセス

国
語

単元の指導計画はこちら

北海道留萌高等学校岡本岳之教諭「現代の国語」
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【概要】
（記載例）北海道○○高等学校○○教諭は、○○の授業で
○○を○○しています。

○ 実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし、自分で課題を立て
ることで、生徒の自律的な学びが期待できます。
○ 単元ごとにどの探究のプロセスの中で重視するかを変えることにより、系
統的に探究の力を高めるように意識することができ、評価の焦点化が図られ
ます。
○ ポイントを絞って評価を行うことに留意し、「指導の評価化」に陥らない
ようにすることが必要です。

２ 実践のポイント（ねらいを達成するための学習過程の工夫としての探究）

３ 国語科における探究を充実させる指導と評価のポイント

○生徒の立てた問い
「やばい」は西暦何年代から一般的に使われるように
なったのか（用例が多くなったのはいつ頃か）

○評価（Ａ評価）
実社会の中から「やばい」という言葉に着目することで課題設定をして、それを題材とし、
コーパスを用いて集めた用例数や用例の具体といった情報の妥当性を吟味しながら分析を行
い、伝えたいことを明確にすることができている。

【評価の実際】

【「言葉」を探究する営み】

○生徒の記述内容

コーパスを用いるなど、情報の収集の方法としてICTを用いて行う環境を整え
ることで、学習者自らが主体的に学習を進めることにつながっています。

国
語
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○ 単元の指導と評価の計画の工夫

【概要】
北海道興部高等学校の成田教諭は、歴史総合

の大項目C「国際秩序の変化や大衆化と私たち」
の中項目⑵「第一次世界大戦と大衆社会」にお
いて、１人１台端末を活用し、毎時の学習状況
を振り返る「学習記録シート」を活用すること
で、生徒個々の課題への取り組み状況を把握し
ながら授業を展開しました。

詳細はこちら

１ 実践

○ 単元の指導と評価の計画

生徒が設定した課題につ
いて主体的に探究するた
めのヒントとして資料を
用意。

毎回の授業で、単元全
体を貫く問いと関連し
た本時の問いを設定

本時は「第一次世界大戦は、世界をどう変えたのか」という主題について、「情報の収集」
「整理・分析」する授業となっている。

北海道立教育研究所令和６年度プロジェクト研究

「高等学校における探究的な学習に関する研究」地理歴史

本実践で重視する
探究のプロセス

「歴史総合」
北海道興部高等学校成田 明日香教諭

地
歴
・
公
民

○ ワークシートと連動した学習記録シートと資料集

9



３ 地理歴史科における探究を充実させるためのポイント

○ 単元の指導と評価の計画の工夫

※学習記録シートを活用し、生徒一人一人の思考を正確に見取り、次の指導に生かすよう工夫しています。

○ 「社会的な見方・考え方」を意識して単元を貫く問いを設定します。
○ 「課題の設定」→「情報収集」→「整理・分析」→「まとめ・表現」という探究のプロ
セスを意識して単元をデザインします。

○ 生徒が多面的・多角的な考察ができるように諸資料等の活用方法について工夫します。
○ 社会的事象に関わる事象を追求したり解決したりする活動を単元のどこに位置付けるか
について、年間指導計画を立てる際にしっかり検討します。

２ 実践のポイント（指導と評価のポイント）

○ 評価規準と評価方法

予め評価規準を示すこと
で、生徒自身が見通しを
もって学習を進め、改善
を図ることができる。

一人一人の学習状況
を把握するため、授
業中は机間巡視を欠
かさず行っている。

大項目Ｃの学習記録
シートで既習事項の
振り返りができるよ
うに工夫されている。

地
歴
・
公
民

10



【概要】
北海道旭川東高等学校白田教諭は、社会的な
見方・考え方を働かせ、対話を通して互いの立
場を理解させる取組を通して生徒が自らの価値
観を形成するとともに他者の価値観を尊重でき
る態度の育成を図る授業実践を行いました。

詳細はこちら

１ 実践（様々な視点で議論するための工夫）

○ 単元の指導と評価の計画

本時では特に協働的な学
びの充実を意識している。

伝統や文化、先人の取
組や知恵に触れたりす
ることなどを通して、
自らの価値観を形成す
るとともに、他者の価
値観を尊重する態度を
育成する。

社会的事象を倫理、政
治などに関わる多様な
視点（概念や理論）に
着目して捉えさせる。

人間と社会の在り方についての見方・考え方を働かせ、現代の諸課題を追究したり解決し
たりする活動を通して、対話的・主体的で深い学びを目指している。

地
歴
・
公
民

北海道立教育研究所令和６年度プロジェクト研究

「高等学校における探究的な学習に関する研究」公民

本実践で重視する
探究のプロセス

「公共」

北海道旭川東高等学校白田裕基教諭

11



【概要】
（記載例）北海道○○高等学校○○教諭は、○○の授業で
○○を○○しています。

○ワークシートを活用し、一人一人の思考のプロセスを評価し、個々の理解度
を把握することで授業改善につなげています。

よう工夫して
います。

自分の考えを主張するだ
けではなく、対話を通し
て様々な立場の主張を理
解し、他者理解を促す工
夫がなされている。

模擬国連に関わるワークシート

課題解決のための選択・
判断に資する概念や理論
などを活用し、深い学び
が実現できるよう、問い
の設定を意識している。

２ 実践のポイント（指導と評価のポイント）

３ 公民科における探究を充実させる指導と評価のポイント
○ 課題を追究したり解決したりする際に、適切な概念等に着目して考察したり、その過程
や結果を表現する学習過程を適切に設定し、その実現状況を評価基準とすることが大切で
す。
○ 「思考・判断・表現」の評価については、論述やレポートを課して評価したり、発表
やグループでの話し合いなどの場面で評価することが考えられます。
○ 生徒が多面的・多角的な考察ができるように諸資料等の活用方法について工夫すること
が大切です。

インターネットや諸資料を活用し、
主体的に情報を収集、分析し、根拠
を持って自分の考えを述べるという
本時のながれを想定してワークシー
トを作成している。

地
歴
・
公
民

12



【概要】
北海道枝幸高等学校の佐藤教諭は、「集合

と命題」における「命題の真偽」について、
「ｐならばｑ」と表現された日常生活の事象
を既習事項と関連付けて問いを見いだし考察
する実践を行っています。

日常生活の事象を、既習事項と関連付けるこ
とにより見いだした問いの考察を通した探究

数
学

【単元の目標】
集合と命題について、数学のよさを認識し積極的に数学を活用する態度、粘り強く考え

数学的論拠に基づいて判断する態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評
価・改善したりしようとする態度を身に付ける。（学びに向かう力・人間性）

【単元の指導と評価の計画】

【【教師（Ｔ）の発問／生徒（Ｓ）の活動及び反応】

時間 ねらい・学習活動
重
点

記
録

８
「ならば」を用いて表現されたことがらを、既習事項と関連づけて論理的に考
察できる。また、２次不等式の問題解決の過程を振り返って、「ならば」を用
いて表現されたことがらについて考察を深めようとしている。

思
態

○

Ｔ「『試験に合格した（p）ならば、ゲームを買う（q）』
を命題と仮定して、『 pでないならばqである』の真偽
を考えてみよう。」

Ｓ「試験に合格していないなら、ゲームは買えないと考え
るので、偽だと思います。」

Ｔ「考えはわかりました。では、これまで学習した事項と
関連付けて考えてみましょう。𝒚 = −𝒙𝟐 + 𝟐𝒙 −𝒎(𝟐 −

𝒎)において，−𝟏≦𝒙≦2の範囲で𝒚の値が常に正である

𝒎の値を求める問題を思い出しましょう。言い換える
と，「『− 𝟏≦𝒙≦2ならば𝒚の値が常に正である』を真
とする𝒎の値を求める問題です。このとき，−𝟏≦𝒙≦2
以外の範囲はどうでしょう。」

Ｓ「 𝑦 の値が正となっていたり、負となっていたりします。
･･･あ、なるほど！−𝟏≦𝒙≦2では𝒚の値が正であるから
と言って、 −𝟏≦𝒙≦2以外の範囲では、𝒚の値が負にな
るとは限らないんだ！だから、偽なのですね。」

北海道立教育研究所令和６年度プロジェクト研究

「高等学校における探究的な学習に関する研究」数学

「数学Ⅰ」 北海道枝幸高等学校佐藤桂輔教諭

本実践で重視する
探究のプロセス

単元の指導と評価
の計画はこちら
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数学科においては、数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動（探究的な
学び）を通して、数学的に考える資質・能力の育成を目指します。その際のピ
ントは次のとおりです。
○ 目的意識をもって事象を数学化して自ら問題を設定することが大切です。
○ 数学的に考える資質・能力は，単元や題材など内容や時間のまとまりを見
通して育成が図られるため、数学的活動（探究的な学び）が位置付けられた
単元の指導と評価の計画を作成することが必要です。

○ 単元の指導と評価の計画に基づき、指導の充実を図るとともに、生徒の学
習状況を評価し、生徒の学習や教師の指導の改善に生かすことにより、一層
の探究の充実が図られます。

数
学

【ねらい】
２次不等式の問題解決の過程を振り返って、「ならば」を用いて表現された

ことがらについて考察を深めようとする態度を養う。

【評価規準】
○ ２次不等式の問題解決の過程を振り返って、「ならば」を用いて表現さ
れたことがらについて考察を深めようとしている。

探
究
的
な
学
習
過
程

日常生活

問い

考察 対話的な学びを充実することにより、自立的・協
働的に問いの解決を遂行する過程に導く工夫

事象を数学化するため、既習事項と関連づけ、本
時で解決したい問いを見いだす工夫

数学の学習が目的意識をもった主体的活動となる
ため、日常生活の事象を題材とする工夫

探究的な学習過程の充実により、数
学のよさを認識し積極的に数学を活用
しようしたり，粘り強く考えようとす
るなど、数学的に考える資質・能力を
育む観点で指導と評価の一体的な充実
を図る工夫をしています。
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【概要】
北海道士幌高等学校の平教諭は、「数学と
人間の活動」において、数理パズルを通して、
試行や実験をもとに、予想を通して問いを見
いだし、問いの解決のために、数学を活用し
数学的論拠に基づき考察する実践を行ってい
ます。

試行から見いだした問いの考察による探究

北海道立教育研究所令和６年度プロジェクト研究

「高等学校における探究的な学習に関する研究」数学

「数学Ａ」 北海道士幌高等学校平圭佑教諭

数
学

ｎ＝５、６のとき
は並べられないね。

はｎ＝５、６のときは並
べられないのか、確かめ
てみましょう。

課題（問い）を
見いだした姿

本実践で重視する
探究のプロセス

１ 実践（「数学と人間の活動」における実践）

単元の指導と評価
の計画はこちら
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数
学

【ねらい】
具体的な数理パズルの問題解決の過程を振り返って考察を深めようとする態
度を養う。

【評価規準】
○ 具体的な数理パズルの問題解決の過程を振り返って考察を深めようとし
ている。

探
究
的
な
学
習
過
程

数学の事象

問い

考察 予想したことを数学的見方・考え方を働かせ既習
の知識などと関連付け、考察を深めようとする工夫

解決した過程を振り返って、一般的に成り立ちそ
うな事柄を予想し、問いを見いだす工夫

数学の学習が目的意識をもった主体的活動となるた
め、数理パズルを用いて、試行や実験から、数学の事
象を見いだす工夫

探究的な学習過程の充実により、数
学のよさを認識し積極的に数学を活用
しようしたり，粘り強く考えようとす
るなど、数学的に考える資質・能力を
育む観点で指導と評価の一体的な充実
を図る工夫をしています。

数学科においては、数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動（探究的な
学び）を通して、数学的に考える資質・能力の育成を目指します。その際のピ
ントは次のとおりです。
○ 目的意識をもって事象を数学化して自ら問題を設定することが大切です。
○ 数学的に考える資質・能力は，単元や題材など内容や時間のまとまりを見
通して育成が図られるため、数学的活動（探究的な学び）が位置付けられた
単元の指導と評価の計画を作成することが必要です。

○ 単元の指導と評価の計画に基づき、指導の充実を図るとともに、生徒の学
習状況を評価し、生徒の学習や教師の指導の改善に生かすことにより、一層
の探究の充実が図られます。

２ 実践のポイント（試行から主体的に問いを見いだす工夫）
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【概要】
北海道釧路北陽高等学校の矢萩教諭は、生徒
が課題発見能力や課題解決能力を身に付けられ
るよう、生徒自身が単元の始まりに問いを立て、
実験などを通して解決を図り、単元の終わりに
その問いの答えについて発表する機会を設定し
た探究的な学びを実践しています。

詳細はこちら１ 実践（単元の指導と評価の計画）

生徒が立てる問いの範囲は「日常生
活と電気エネルギーの関連」とし、
広く生活の中から問いを立てるよう
に促している。
（STEAM教育の視点）

生徒が主体的に学習に取り組め
るよう、生徒自身が単元に関わ
る問いを立てる。

単元の最後には、最初に立てた
問いの答えについて発表する活
動を設定している。

２ 実践のポイント（「課題の発見」と「表現・伝達」の過程を重視）

これまでの授業を振り返り、自身の課題をもとに授業を改善

【課題１】課題発見の場面の不足 ⇒ 生徒が問いを立てる授業へ
【課題２】実験が授業時間を圧迫 ⇒ マイクロスケール実験等の導入
【課題３】生徒の意見が定型的 ⇒ 心理的安全性の確保、表現の機会増加

北海道立教育研究所令和６年度プロジェクト研究

「高等学校における探究的な学習に関する研究」理科
「化学」

北海道釧路北陽高等学校矢萩菜子教諭

理
科

本実践で重視する
探究のプロセス
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【概要】
（記載例）北海道○○高等学校○○教諭は、○○の授業で
○○を○○しています。

【概要】
（記載例）北海道○○高等学校○○教諭は、○○の授業で
○○を○○しています。

（１）単元計画を立てる際に「課題の設定」と「表現・伝達」の過程を重視

・生徒が問いを立てる授業をデザイン
⇒ 問いづくりに必要な「焦点」を用意

例： 単元：電池と電気分解

「電気エネルギーと生活」で思い浮かぶ画像を各自で調べ、各自で問いづくりを行う。

← 実際に生徒が立てた問いがこちら

※ 課題の設定は、STEAM教育においても
重視されています。日頃よりSTEAM教育の
要素を取り入れていることから、生徒が
立てる問いにも「社会とのつながり」や
「他教科とのつながり」が感じられます。

・表現の場として「電池コンペ」を実施
⇒ 電池の製品開発案を考え、実験
活動として製作、改善を行い、
製品のアピールポイントや自社
努力について語る機会を設定

（２）探究の過程を意識した評価規準の設定

単元の目標を設定する際に
も、これらを意識している。
（赤字の部分）

拡大版はこちら

「問いを考えなさい」だけ
では問いは立てられない
→ 明確な焦点が必要

詳細はこちら

３ 理科における探究を充実させる指導と評価のポイント

○ 探究的な活動を取り入れた単元の評価においては、生徒一人一人の学習の
成立を促すための評価という視点を重視し、教師が自らの指導のねらいに応
じて、授業での生徒の学びを振り返り、学習や指導の改善に生かしていくこ
とが重要です。また、「記録に残す評価」における３観点については、年間
を通じてバランスよく評価する必要があります。

単元のねらい（重視
する過程）に応じて、
評価規準を設定して
いる。
（赤字の部分）

詳細はこちら

理
科
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【概要】
北海道鹿追高等学校の吉岡教諭は、生徒の主
体性の向上と思考を深化させるよう、生徒自身
が実験計画を立てたり、結果を踏まえて計画を
修正したりするなど、生徒が試行錯誤する場面
を大切にした生徒主体の探究的な学びを実践し
ています。

詳細はこちら１ 実践（単元の指導と評価の計画）

単元に関わって、生徒が
各々疑問点を数多く挙げ
ることで、自分事として
単元の学習に取り組める
ようになる。

実験計画を生徒が立案して実験を行
う。実験結果については、生徒同士
で対話をしながら分析・解釈を行う。

２ 実践のポイント（主体性の向上と思考の深化を目指す）

（１）自らの疑問を出発点にした単元構成
・物理以外の授業においても「単元に関係する疑問を挙げる」取組を実施。
・最初に、実物（生活用品、実験器具など）に触れる時間を設定。

生徒が自らの学習を調整できるよう、
「教員ゴースト授業」と銘打った授業を
していますが、この時間は、生徒が疑問
を持てるように、少しだけ介入するよう
にしています。 詳細はこちら

北海道立教育研究所令和６年度プロジェクト研究

「高等学校における探究的な学習に関する研究」理科
「物理」

北海道鹿追高等学校吉岡直哉教諭

理
科

本実践で重視する
探究のプロセス
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（２）生徒による実験計画の立案と修正
・探究の過程の『検証計画の立案』を生
徒に体験させることで、意欲の向上や
実験結果に対する考察において思考の
深化が見られました。

【生徒による実験計画書】 【実験の様子】

対話しながら実験を行う生徒たち

（３）科学的な思考ができているかを評価
・探究の過程を踏まえた学習により、
科学的に思考・判断する力がどれだ
け身に付いたかを評価。
・主体的に学習に取り組む態度は、既
習の単元の知識や考え方をもとに、
見通しを持ったり、振り返ったりし
ながら学習を進めているかを見取る
ことで評価。
・評価規準と評価材料について事前に
周知し、単元ごとの観点別評価は生
徒に開示。
→ 生徒が評価を踏まえて学習調整

できるようにしています。

生徒の作成した
実験計画はこちら

実際の授業の
様子はこちら

拡大版はこちら

拡大版はこちら

３ 理科における探究を充実させる指導と評価のポイント

○ 理科においては、「主体的に学習に取り組む態度」を育成する際に、生徒
の取組に対する評価規準を設定することが重要です。その規準に基づき、振
り返りの際には、蓄積した学習の記録から学習前と学習後で、他者の視点等
が自己の視点にどのような影響を与えたかについて分析し、授業者はその変
容について「主体的に学習に取り組む態度」として評価することなどが例と
して考えられます。

理
科
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【概要】
北海道苫小牧東高等学校の田中教諭は、「話
すこと［発表］」のパフォーマンステストに向
けて探究的な学びの４つのプロセスや英語ディ
ベート活動を効果的に取り入れながら、主体
的・対話的で深い学びを実現しています。

※単元の指導計画等を添付

詳細はこちら１ 実践（単元の指導と評価の計画）

外
国
語

日常的な話題（性格）に関する単元

「まとめ・発表」となるパ
フォーマンステストの実施

単元を通じて育成を目指す資
質・能力を踏まえた「課題の設
定」

教科書を使った「情報の収集」

「協働的な学び」による
「整理・分析」

「個別最適な学び」による
「情報の収集」

「主体的・対話的で深い学び」
による「整理・分析」
①３～４人のグループで、
Google Classroomに掲載されてい
る様式を参考に、簡易ディベー
トを行う。
②ディベートで得た意見を参考
に、自分の意見を再構築する。

北海道立教育研究所令和６年度プロジェクト研究

「高等学校における探究的な学習に関する研究」

外国語
「英語
コミュニ
ケーション
Ⅱ」

北海道苫小牧東高等学校田中悠太教諭

本実践で重視する
探究のプロセス
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３外国語科における探究を充実させる指導と評価のポイント

【概要】
（記載例）北海道○○高等学校○○教諭は、○○の授業で
○○を○○しています。

探究的な学びを通した指導と評価の一体化を実現しています。

〇 探究的な学びのプロセスを意識した単元の指導計画を作成することにより、
個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図ることができます。
〇 探究的なプロセスの中に英語ディベート活動と「話すこと［発表］」のパ
フォーマンステストを取り入れることで、「主体的・対話的で深い学び」の
実現を図ることができます。
〇 生徒の主体性を高める「指導に生かす評価」の充実を図ることが大切です。
〇 学年の英語の探究的な学びの成果と課題を踏まえて、校内研修や相互の授
業参観等を通じて、学校全体で探究的な学びの指導と評価の一体化を推進す
ることが必要です。

２ 実践のポイント（「話すこと[発表]のパフォーマンステスト）

英
語

【評価方法の工夫など】
（記載例）○○の評価を○○するなど工夫しています。

日常的な話題（性格）に関するスピーチをパフォーマンステストで評価

英語科のチームでパフォーマンステストを実施

単元のはじめに生徒に示すことで見通しを持って主体的に取り組ませる工夫

単元の各言語活動を通して「指導に生かす評価」を
行いながら、パフォーマンステストにつなげる
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【概要】
北海道南茅部高等学校の藤内教諭は、他校と

オンラインで合同授業を行い、プレゼンテー
ションやディベートを通した交流をしながら、
探究的な学習の指導と評価を推進しています。

１実践（オンラインプレゼンテーション・ディベート）

外
国
語

詳細はこちら

交流②：「高校生は卒業後、
地元にとどまるべきか」
オンライン英語ディベート

交流①：お互いの学校と地
域を紹介

対象：南茅部高校３学年（12名）、
礼文高校２学年（14名）
時数：２時間
方法：各校の生徒を３～４人のグ
ループに分け、各グループ１台のタ
ブレットを用いて交流。教員用に各
１台接続し、モニターから全体を
コーディネート。

Google Classroom（Meet, Chat等）を効果的
に活用して教員間の打合せを実施

探究的な学びを意識し、生徒が主体的・対話的で深い学びを実現するための評価基準と言語活動を設定

北海道立教育研究所令和６年度プロジェクト研究

「高等学校における探究的な学習に関する研究」
外国語
「英語コ
ミュニケー
ションⅢ」 北海道南茅部高等学校藤内大樹教諭

本実践で重視する
探究のプロセス
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３ 外国語科における探究を充実させる指導と評価のポイント

【概要】
（記載例）北海道○○高等学校○○教諭は、○○の授業で
○○を○○しています。

遠隔授業で行ったプレゼンテーションとディベートを観点別に評価しています。

〇 Google workspaceを活用し、学校間で指導・評価方法を共有することにより、
「話すこと［発表・やり取り］」の指導と評価を充実させることが可能です。
〇 遠隔地とのオンラインプレゼンテーションやディベートに探究的なプロセ
スを取り入れることで、生徒の英語コミュニケーションに対するモチベー
ションを高めることができます。
〇 生徒がより主体的に取り組めるよう、事前の準備でルールや役割を確認す
ることが重要です。
〇 遠隔授業を通じた外国語科における探究的な学びの指導と評価の成果や課
題を、教科等横断的な視点を取り入れながら学校全体で推進することが必要
です。

２ 実践のポイント（「話すこと」のパフォーマンステスト）

英
語

「話すこと［発表］」の評価：
プレゼンテーション

「話すこと［やり取り］」
の評価：ディベート

オンラインディベートの様子

当日の遠隔授業を各グルー
プ毎に録画し、後日、パ
フォーマンステストとして
評価に活用

実際の評価にルーブリックを活用

指導と評価の一体化の工夫

論題：「高校生は卒業後、地元にとどまるべきか」
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